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１．はじめに  

橋梁用高降伏点鋼板（以下，「SBHS」）は，鋼橋の建設コスト縮減のために開発された高性能鋼材で，東京ゲートブ

リッジにおいて本格的に導入され，2008 年に「JIS G3140」として規格化された．鉄道橋では，JIS 化および既往の検討 1)2)

を受けて設計標準 3)（以下，「鋼標準」）に SBHS が記載されたが，実橋梁への採用に至っていないのが現状である． 

既往の検討 2)においては，鉄道に用いる合成桁の標準的な支間長として，

40～80m の複線単純 2 主箱桁形式を対象に，SM570 に対して 5～7%の鋼重

低減効果が確認されたが，たわみ制限を単連橋梁に対する限界値としていた． 

本研究では，長支間化，連続桁化，複数連橋梁での適用を考慮し，鉄道橋

の合成桁に SBHS を適用した場合の設計上の特徴や適用効果を把握するた

めの試設計を行った． 

２．検討条件 

検討は以下の 2 段階とした．はじめに，支間や腹板高を変化させ，簡易な

照査で必要断面を概算するパラメトリックスタディを行い，SBHS の適用効

果の高い条件を把握した．これを踏まえ，適用する支間と腹板高を固定して

試設計を行い，代表断面を詳細に設定してSM570とSBHSの比較を行った． 

対象橋梁は，表－1 に示すように，支間 120m までの単純，連続合成桁と

し，断面は図－1 に示すように，複線 1 主箱桁形式とした． 

現在の設計体系での照査結果に着目することから，鋼標準 3)を準用して照

査を行った．安全係数等の諸条件を表－2 に示す．なお，安全係数は SM 材

に合わせて簡易に設定したものであり，厳密な設定値は今度検討予定である．

たわみ制限（走行安全性，乗り心地）には，現在の一般的な条件として，隣

接部も桁式の構造となっている複数連橋梁のたわみ制限値 4)を用いた． 

３．適用効果の高い条件の把握（パラメトリックスタディ） 

表－1 に示す各支間に対して腹板高を変化させ，安全性（耐荷性，

耐疲労性，走行安全性），使用性（乗り心地）の照査により必要

断面を求め鋼重を算定した．なお，応答値の算定に用いる仮定鋼

重，仮定剛度は平均的な値とし，詳細な精算は行っていない．ま

た，鋼重の算定に用いる割増係数は水平添接の段数に配慮して腹

板高 3m，6m を超えるごとに増加させている． 

検討結果の代表例として，支間 80m の単純桁の支間中央および

中央支間 120m の連続桁の中間支点における腹板高さと概算鋼重

の関係を図－2，3 に示す． 

単純桁では SBHS500 が鋼重最小となった．これはいずれの支間

でも同様で，このときの腹板高とスパンの比は 1/17 程度であった．

一方，腹板高を抑えた領域（グラフ左側）では，走行安全性によ

り断面が定まり，SM570 と SBHS500 で鋼重に差がない状況となっ

表－1 検討ケース 

 

 
図－1 標準断面 

表－2 検討条件 
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た． 

連続桁では，径間中央はたわみ制限等により SBHS500 と

SM570 の差はわずかである一方で，中間支点断面はたわみ制限

と関連しないため耐荷性で断面が定まり，SBHS の鋼重低減効果

がより大きくなった．なお，単純桁，連続桁のいずれのケース

でも耐疲労性は断面決定要因とはならなかった． 

４．試設計結果 

３．の検討結果から，単純桁は支間 80m，腹板高さ 4.8m，連

続桁は中央支間 120m，腹板高さ 5.0m（側径間）～5.8m（中間

支点）～4.6m（中央径間）として，SM570 と SBHS500 を用いた

試設計による比較検討を行った． 

単純桁の支間中央と連続桁の中間支点を代表例として，断面

構成を表－3 に，照査結果を表－4 に示す．ここで，耐疲労性の

照査は疲労限による照査と繰返し数の影響を考慮した照査の両

方を掲載している．単純桁は，フランジでは 12%程度の鋼重低

減効果が見られたが，総鋼重に対しては 4%程度である．上下フ

ランジは耐荷性より板厚が定まり，材料強度の差によって板厚

が減少した．一方，腹板では幅厚比の上限値が鋼材の降伏強度

により定まるため，板厚が増加した． 

連続桁の側径間，中央径間は，幅厚比制限および走行安全性

で板厚が定まり，5％程度の鋼重増となった．中間支点は耐荷性

でフランジ厚が定まり，約 13%程度鋼重減となった．代表断面

から単純計算した桁全体の鋼重は 3%程度の低減だったが，中間

支点部を SBHS500，径間部を SM570 とした場合には 6%程度の

低減であった． 

４．まとめ 

今回設定した設計条件の下では，単純合成桁の支間中央や連

続合成桁の中間支点部で，SBHS500 適用により SM570 と比べて

鋼重を低減しうることがわかった．一方，幅厚比の制限により

腹板の板厚は増加した．また，走行安全性の照査（たわみ制限）

により，腹板高を抑えた領域では SBHS 適用による鋼重低減が

見られなかった．これは，道路橋と比べてたわみ制限がより厳

しいことによる．今後，安全係数の設定や板要

素の照査などの照査方法の詳細や，材料特性面

での検討などに関して深度化を図って行きたい． 
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図－2 単純桁支間中央，鋼重腹板関係 

 

図－3 連続桁中間支点，鋼重腹板関係 

表－3 断面構成の代表例 

 

図－4 照査結果の代表例 

土木学会第71回年次学術講演会(平成28年9月)

 

-1074-

Ⅰ-537

 


